
『三条連区老人クラブ連合会改名について』
三老連会長

1,背景                         浅井喜孝
2022,3,15

老人クラブの起源は、長寿を祝う、平安時代に伝わつたとされ相互扶助組織の前歴があり
戦後76年間老人クラブの名称で先任の方が活動され歴史を積み上げられた。
しかし現代社会において、その名称がふさわしいかの問いに対し、改名の意見もあり役員会で
審議することにした。

2,課題

①現代社会は人生100歳時代と言われる、65歳以上老人クラブに入会勧誘している。
しかしながら 60～70歳は実に働いている方が多く老人クラブなんて、

老人扱いをしてくれるな とお叱りを受ける。
②この老人クラブの名称を聞くだけで、毛嫌いされる方が実に多い。(活動の中味が大事)

③この老人会名称が会員拡大を阻害している一つ。

④戦後生活環境も変わり考え方も変化している。旧態依然の名称は時代に
追従出来そうにない。

*よつて、三老連の役員会で討議(3/11)し下記のとうり改名する運びとなりました。

改名は、、、2022年 4月 1日 ～としました。

(記 )

旧名称 三条連区老人クラブ連合会

新名称

友が友を導き、友を愛する仲間
(配布先)

渡辺議員
三条市会会長
地域づくり会長
公民館館長
市老連会長
市老連事務局
高齢福祉課

三条連区友愛クラブ連合会

名称の由来



「市老連の存続のために」
三条連区友愛クラブ

浅井喜孝
2022, 5, 18

1,近況

令和4年度、、、、市老連の仲間減少

.今伊勢連区、、、、16クラブ 1 4年度 脱退
.木曽川連区、、、、11クラブ _

.クラブ数:395-→ 323=約 2割減  *極 めて危機的状況

2,市老連の底力を③

誰も助けてくれない ⇒ 市老連の組織は市老連の力

本気で知恵と工夫で行動 ゆ

3,本テーマーで理事研究会 提 案

.特効薬は他人任せでなく、理事みんなの力で前進

「ブレンストミング法で前向きに提案」
5～ 6名 グループをつくり、結果を発表しあい、、、、人の意見、考え方を学ぶ (前向き指向)
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*飴玉より
無形の財産

/

ネよそはどうゆう工夫しているか
聴く耳をもとう

高齢化で会員減はいたしかたない

連区、の脱退は

連区、内のクラブ脱退

やる気のある人まで

道ずれ脱会は気の毒

連区、から脱会クラブを出さない
共通の認識理解

のもと意識改革

* 脱会者が減つても は さない
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